
 
 
 
 
 

緑の東京募金にご協力いただきまして、ありがとうございました 
 
平成2１年度募金額  １億６,８４４万７,２５３円 

平成２１年度末累計額 ６億４４０万 3,181円 

平成２２年度末目標額 ８億円 
   

 １ 平成2１年度末募金累計額 
平成２１年度は、１，９１４件、１億６，８４４万７，２５３

円のご寄附をいただき、これで平成２１年度末募金累計

額は、６億４４０万３，１８１円となりました。 

 

 

 

 

 

２ 寄附者の動向 

平成１９年度及び２０年度と平成２１年度の寄附者の内

訳を見てみると、法人からの寄附については、マッチン

グギフト方式や商品の売り上げの一部の寄附など、社

員や一般都民等の参加・協力による募金（個人向け取

組）が大幅に増加しています。 

 

 

 

 

３ 募金充当額 

東京都の「緑の東京募金基金」は、海の森の整備、街路樹の倍増、校庭の芝生化、花粉の少ない森づくりの４つの緑

化事業の進捗に合わせて使います。 

 

 

 

 

 

 

平成２１年度は、４つの事業合わせて６，７４０万１，８９３円を取り崩して充当いたしました。これで、充当額は累計で 

９，７７９万５，６２３円になりました。残額は平成２２年度以降の事業に使わせていただきます。 

 

平成2１年度「緑の東京募金」実績報告 

   
海の森の整備 街路樹の倍増 花粉の少ない森づくり 校庭の芝生化 

募金事業指定の内訳（累計額）

海の森

417,691千円 69%

花粉の少ない

森づくり

 53,905千円 9%

校庭芝生化

41,200千円 7%

街路樹の倍増

91,608千円 15%

法人からの募金

(個人向け取組）

30％

法人からの募金

46％

個人からの募金

24％

法人からの募金

(個人向け取組）

12％ 法人からの募金

67％

個人からの募金

21％

寄 附 者 の 動 向 （ 比 率 ） 

平成19年度 

及び 

平成20年度 

平成21年度 



 

 
 

 
 

１ 海の森の整備 

平成２１年度は、約６ｈａの面積に約34,000本の苗木

の植樹を行いました。苗木の種類はスダジイ、タブノキ、

エノキ等約30種類です。これらの苗木は募金で購入す

るほか、小学生やボランティアがどんぐりから育てた苗

木なども含まれています。 

緑の東京募金は、このうち約27,000本の苗木の購入

費等に充当いたしました。 

 

 

●植樹祭の実施 

海の森では都民参加による協働事業としてこうした

植樹祭を今後も実施していきます。 

・平成21年春期植樹（平成21年4月10日） 

ノーベル物理学賞受賞者、名誉都民の小柴昌俊氏、建築家で海の森事業委員長の

安藤忠雄氏、46道府県・横浜、川崎、千葉、さいたま市の自治体職員を迎え、各都道

府県・都市のシンボルとなる樹々を植える「ふるさとの森」づくりを行いました。 

・平成21年秋期植樹（平成21年9月20日） 

アルピニストの野口健氏、元競泳選手でメダリストの宮下純一氏、全日本王座にも

輝いた自転車競技選手の鈴木雷太氏、江東区長、大田区長、東京都議会議員を迎え、

大使館関係者（約20カ国）、都内小学生（2校）・インターナショナルスクール生（4校）と

ともに植樹を行いました。 

・平成22年春期植樹（平成22年3月27日～4月11日） 

海の森募金に募金いただいた民間企業 NPO等の団体、44団体約 1,600名の参加

による植樹を行いました。 

 

２ 街路樹の倍増 

平成２1年度は、都内３６路線の都道において、２万本を超える中高木を新たに植栽するなど「魅せる街路樹」の整備に取

組みました。緑の東京募金は、これらの植栽工事費の一部に充当いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様から寄せられた緑の東京募金は、海の森の整備、街路樹の倍増、校庭の芝生化、

花粉の少ない森づくりの４つの緑化事業の推進に役立たせていただきました。 

２ ０年度 

２ １ 年 度 

整備区域 

海の森整備箇所 

小柴昌俊氏による記念植樹 

     平成21年度 

     実施箇所 



 

●マイ・ツリー～わたしの木～ 

「マイ・ツリー」事業は、平成２０年度から「緑の東京募

金」の新しいメニューとして開始した、街路樹を植栽する

募金をいただくとともに、参加していただいた方のお名前

やメッセージを樹名プレートに記載する取り組みです。 

平成２１年度については、３６路線４０区間で募集し、

昨年の概ね１．５倍の１，６２８本の申し込みをいただきま

した。 

平成２２年度も６月１５日から募集を開始しています。 
 
 

３ 校庭の芝生化 

平成２１年度に新たに校庭芝生化のために補助した公立小・中学校は４８

校（４１，１４２㎡）でした。 

そのうち、緑の東京募金を充当し、補植用の圃（ほ）場（ナーセリー）を江戸

川区立平井第二小学校、杉並区立高円寺中学校、昭島市立田中小学校、府

中市立第二小学校・第五小学校の５校（合計２４０㎡）に整備しました。 

(参考) 普及のための取組み 

●東京芝生応援団による様々な支援 

東京芝生応援団は、校庭芝生化事業の趣旨に賛同する企業・団体で構成される、

校庭芝生化を支援する団体です。東京都が事務局となり、支援したいと考えている企

業・団体と、支援を希望している学校との橋渡しを行っています。 

芝生化された学校への維持管理のためのメンテナンス資材の提供、社員ボランティ

アの方々による小学校の校庭芝生の草取り作業など様々な支援を行っていただきまし

た。 

●芝生化に取り組みやすいしくみづくり 

芝生化の事前相談や芝生の生育相談に対して、東京都が委託契約する校庭グリー

ンキーパーを学校現場へ派遣いたしました。 

 また、芝生の維持管理にあたって、維持管理組織のリーダーを養成するため、保護

者、教員、地域住民など、日常的に維持管理に携わる人達に対して、講習を２１回実施

し、５６１名が参加しました。 

 

４ 花粉の少ない森づくり  
花粉の少ない森づくりでは、スギ林の伐採と花粉の少ないスギ等の植栽、

スギ林の間伐よる針広混交林化などが行われています。平成２１年度の花粉

の少ない森づくりの植栽面積は、30.92ha、５８，１６５本です。 

そのうち、緑の東京募金を充当し、植え替え面積4.76haと補植面積17.4 ha

を合わせた 22.16haに花粉の少ないスギを２３，３８５本植栽しました。 

なお、平成１９年度に植栽された花粉の少ないスギは、現在、樹高が２ｍを

超え、順調に成長しています。 

●植樹イベントの開催（平成21年5月） 

平成２１年５月１６日に青梅市のスギ林の伐採跡で、都民の方々を対象とした植樹イ

ベントを開催しました。このイベントでは、植樹体験のほか、森の散策や植物観察が行

われました。 

●花粉の少ない森づくり運動一斉PR（平成22年1月～3月） 

東京都と財団法人東京都農林水産振興財団では、スギ林の伐採と花粉の少ないス

ギ等の植栽を促進するため、花粉の少ない森づくりのPRを行っています。 

平成２１年度は、東京都新宿住宅展示場など都内３箇所で、箸づくり体験型教室を

行いました。また、東京の木の紙を使った栞を作成し、都立図書館や区市町村立図書

館、書店等で配布しました。この他にも、新宿区役所や立川市役所等で多摩産材を使

ったＰＲブースを設置するとともに、都営地下鉄や東京メトロの駅構内でポスターの掲

示を行いました。 

 

ナーセリー 

芝生リーダー実地講習会 

多摩産材を使ったＰＲブース（立川市役所） 

 

トキワマンサクと「マイ・ツリー」樹名プレート 

植樹体験の様子（青梅丘陵） 

 



 
  

緑の東京募金では、募金額３００万円以上の団体または１００万円以上の個人の方へ知事感謝状を、募金額１００万円以

上３００万円未満の団体または３０万円以上１００万円未満の個人の方へ環境局長感謝状を贈呈しています。 

平成２１年度は1回の感謝状贈呈式を開催いたしました。 

◆平成２２年２月２日に開催した第４回感謝状贈呈式では、知事賞を１９者、環境局長賞を２１者に贈呈いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成２１年度は様々な企業･団体等から募金活動にご協力をいただきました。また、催事等の広告、パンフレットの一部

を緑の東京募金の紹介に提供していただく取組もありました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで紹介させていただいたのは第４回贈呈式で感謝状を贈呈させていただいた方の取組のうち、「緑の東京募金」ホ

ームページで公表している取組です。 

他にも多くの皆様に募金活動に取り組んでいただきました。このような取組の一部については「緑の東京募金」ホーム

ページでご紹介させていただいています。 

 
 
 
 

感謝状の贈呈 

（知事賞） 森ビル、ローソン、ＪＡバンク東京、三井不動産、Ｇ

ＲＥＥＮ ＴＯＫＹＯガンダムプロジェクト実行委員会、三

越、東芝、東京都遊技業協同組合、フォトクリエイト、三

井住友銀行ＣＵＴＥプロジェクト、青山佾、平野邦夫、純

田幸子  他 

（環境局長賞） 神宮外苑ＥＫＩＤＥＮ２０Ｋ、東京江東ライオン

ズクラブ、日本動画協会、パナソニック電工、“ニッセイ

の森”友の会、日本ウオーキング協会、ジェイエフエー、

東京中央ロータリークラブ、フォーシーズ、パソナグルー

プサンキューファンド、東京都民銀行、東日本銀行、八

千代銀行、東京ガス都市開発、佐竹公平、髙橋義雄  

他                           (敬称略) 

 
2１年度の主な取組

平成22年7月作成 

■緑の東京募金に関するお問い合わせ 

〒163-8001 東京都新宿区西新宿 2-8-1 都庁第二本庁舎 9階 
東京都環境局自然環境部募金担当 TEL 03-5388-3595 FAX 03-5388-1379 
 ホームページ http://www.midorinotokyo-bokin.jp （HP･携帯電話サイトからも募金できます。） 

  

●募金箱の設置 

ビル受付・レジカウンター等に期間限定で募金箱を設置して

いただきました。 

・ローソン             ・三井不動産 

（店頭）              （主要物件受付） 

●商品の売上の一部の寄附 

商品の売上の一部、自動販売機・社員向け食堂の売上の

一部の寄附などの取組がありました。 

・三越日本橋本店 

（手拭いの売上の一部の寄附） 

 

●エコ定期 

金融機関の定期預貯金に一定利率上乗せするとともに、預

貯金の残高の一定割合を募金するという取組です。 

・ＪＡバンク東京（みどりがいっぱい

定期貯金） 

・東京都民銀行・東日本銀行・八千

代銀行（東京緑の定期） 

●イベントなどにおける募金 

イベント連動の、売上･参加費の一部の寄付、などの取組が

ありました。 

・GREEN TOKYOガンダムプロジェクト（募

金箱設置（写真）、売上の一部寄附） 

・神宮外苑EKIDEN20Ｋ（参加費一部） 

・日本ウオーキング協会（東京レインボーウ

オーク参加費一部） 

●社員募金・マッチングギフト 

社員による募金（社員募金）、社員募金を行うとともに企業

がそれに上乗せして行う募金（マッチングギフト）などの取組が

ありました。 
 

・森ビル（マッチングギフト） 

●記念募金 

創立記念式典、竣工記念、などの記念事業として募金を実

施する取組です。 
 

・三井住友銀行ＣＵＴＥプロジェクト（三井住友銀行・日本電気･

沖電気工業）（新銀行端末導入記念）        （敬称略） 

http://www.midorinotokyo-bokin.jp

